
香川県文化芸術振興計画（素案）について提出されたご意見と 

それに対する県の考え方 
 

問い合わせ先 

文化振興課 総務・振興グループ 

〒760-8570 高松市番町四丁目１番 10号 

電話:087-832-3784/FAX:087-806-0238 

E-mail：bunka@pref.kagawa.lg.jp  

 

令和４年 12月９日から令和５年１月 10日までの１か月間、香川県文化芸術振興計画（素案）に

ついて実施したパブリック・コメント（意見公募）では、２人から３件のご意見が寄せられました。

ご意見をいただきありがとうございました。 

 

これらのご意見について、適宜要約・集約して整理し、それらに対する県の考え方とあわせて以

下に示します。 

〈ご意見の提出者数〉 

個人   ２件 

〈提出されたご意見の数〉 

現行計画の検証に関すること １件 

次期計画の施策に関すること １件 

次期計画の指標に関すること １件 

  合  計        ３件 

 

ご意見（要約） ご意見に対する県の考え方 

現行計画の検証に関すること 

素案８頁「（２）「文化芸術の振興」の重要度

と満足度」-「ⅱ 満足度」について、「「文化芸

術の振興」の満足度は、県政世論調査では「ど

ちらともいえない」の割合が最も多いものの、

「とても/まあ満足している」とあわせた割合

は 86.0％であり、県政全体の施策のなかでの満

足度は２位と高くなっています」とあります

が、県民の文化芸術に対して「とても・まぁ重

要である」という割合が 66.3％に対して、「ど

ちらとも言えない」の 60.4％を含んでの 86％

が高いのでしょうか。 

どういう評価基準で何を評価して高いと言

っているのか。  

「文化芸術の振興」の満足度の調査結果につ

いては、７頁の表にあるとおり、５段階評価の

平均値が県の施策全 26 分野のうち２位となっ

ていることを指して、その順位が高いというこ

とを述べたものです。 

満足度そのものを高く評価していると解釈

されうる表現であることから、次のとおり修正

します。 

（修正前） 

「とても/まあ満足している」とあわせた割

合は 86.0％であり、県政全体の施策のなかで

の満足度は２位と高くなっています。 

（修正後） 

５段階評価の平均値で比較すると、県政全体

の施策のなかでの満足度は２位となっていま

す。 

修正個所 香川県文化芸術振興計画（素案） 

８頁 第３章１（２）ⅱ 
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ご意見（要約） ご意見に対する県の考え方 

次期計画の施策に関すること 

21頁「（２）県立文化施設の機能強化と活用」

-「①県立文化施設の利用促進と機能強化」に

ついて、多言語化とはどのようなことを計画さ

れているのでしょうか。 

施設・館内案内は日本語と英語で充分だと思

います。展示物の紹介も同様です。 

スマホなどのデジタルツールを個人が所有

しています。各々で必要な言語に翻訳可能で

す。 

県としてリソースを割く必要はないと思い

ます。 

今後、海外からの来館者が増えていくことが

予想される中で、来館者の利便性を向上させる

とともに、文化に対する理解をより深められる

よう、館内の案内表示や展示物の解説を多言語

に対応させることを計画しています。 

具体的な方法については、国の指針や県内の

観光施設の状況などを参考に、デジタルツール

の活用も含め検討してまいります。 

次期計画の指標に関すること 

６頁「（１）第３期計画の指標の進捗状況・

評価」の指標２の目標値が 73％はわかるが、こ

の数値の実際の推移の様子から、28頁「２ 計

画の検証」の指標２の目標値が 73％に超Ｖ字に

推移するという見立てが、見当はずれにしか思

えない。 

どのような考えでこの 73％となったのか。 

次期計画においては、文化芸術活動のコロナ

禍からの回復を確実なものとするとともに、さ

らなる振興に向けて取組みを進めることから、

コロナ禍前（平成 30 年度・令和元年度調査）

の実績値の平均（65.8％）の 10％増を目標値

としています。 

 


